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も含む）在学生の中で全体の約 4 分の 3 を占める日本人学生は、この「異文化理解」
を促進するために意図的に形成された環境から、多大なる教育的恩恵を受けている

























































韓国籍で韓国生まれ、さらに両親が韓国籍の男女学生 11 名（男性 8 人、女性 3 人、
年齢は 20 代前半から 50 代）であった。11 名に対する基本的質問から、彼らの
TCU の在学年数の幅は約 1 年から約 4 年であることがわかった。具体的には、約
1 年：5 人、約 2 年：１人、約 3 年：3 人、約 4 年：2 人である。日本での全滞在
















する質問」。各カテゴリーには、4 問ずつの質問が配置され、計 16 問が用意された。
5　 以下に研究参加者 11 名の日本滞在年数を列挙する。（約 4 年：3 人、約 5 年：1 人、約 6 年：3 人、
約 8 年：1 人、約 14 年：1 人、約 17 年：1 人、約 22 年：1 人）
6　 基本的には、グループインタビューが用いられたが、インタビュー対象者のスケジュールを考
慮し、個人インタビューとなった場合もあった。割合は、グループインタビューが 2 グループ
6 人、個人インタビューが 5 人であった。用いられた質問には変わりがない。




































2）あなたが TCU を受験することを決めた理由は何ですか。TCU のどのような点
に魅力を感じましたか。
































　本研究のデータ収集は、マイケル ･ クイン ･ パットンの著書、Qualitative 
Research and Evaluation Methods に記述されたグラウンデッド ･ セオリ
ーのガイドラインに沿って実施された 10。 研究対象者の選択には、パットンの 
homogeneous sampling method を採用し、特定の共通項を持つ 11 名（前節で


















10　Michel Quinn Patton, Qualitative Research and Evaluation Methods (Thousand Oaks: 
Sage Publications, 2002).
11　Ibid., 235-36. 


























































































































・例えば、ACTS-ES 生 16 に対しては、日本語能力をあまり要求しないと思います。
15　松下、前掲論文、142-147 頁
























































































17　Naoki Okamura, “Intercultural Encounters as Rel igious Education:  A 
Phenomenological Study on a Group of Japanese Students at a Christian University in 




TCU より少なく、それらはほぼ学生の主体性に委ねられていたそうである。つまり TCU は、























































































20　寺村淳 ･ 森田海 ･ 島谷幸宏「震災復興における地域コミュニティ に寄り添う復興支援の在り
方に関する研究」熊本地震における椿ヶ丘復 ･ 興支援ハウスの取組みを例にして」（『自然災害













































































































　「超教派」という大看板を掲げる TCU が、福音派に属し、TCU に学生を送る様々
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する作業に真剣に取り組むことの重要性を改めて感じる経験であった。今後、学生
の言葉に耳を傾ける研究や調査が、より良い教育環境の整備や、学生の霊的成長の
ために積み重ねられていくことを祈りたい。
